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研究成果の概要（和文）：　この研究では、スリランカとベトナムを対象に、経済疫学調査を実施し、経済理論
を応用しながら、途上国の家畜衛生制度のあり方を解明・提言した。
　ベトナムでは高年齢の牛ほど家畜保険に加入する傾向が高いことが示され、調査地域におけるモラルハザード
の存在が示唆された。サーベイランスシステムや保険のペナルティが,家畜保険の仕組みに必要であることが明
かとなった。スリランカではブルセラ病の発生要因を社会経済的要因から調査した。農家レベルの有病率は9.6
％で、人種や貧困などの農家特性がブルセラ病の発生に関与していた。家畜疾病コントロールにおいてこれまで
顧みられなかった農家特性を注意深く検討する必要がある。

研究成果の概要（英文）：　Economic and epidemiological survey were conducted in Vietnam and Sri 
Lanka. Based on economic theory, appropriate animal hygiene system in developing countries were 
analyzed and proposed.
  In Vietnam, the results reveals the older the cows owned by a farmer, the more likely farmer is to
 take out livestock insurance. It indicates the existence of moral hazard with respect to livestock 
insurance in surveyed areas. The surveillance system and penalties for insurance would need to be 
developed for animal insurance.
  In Sri Lanka, the study was to investigate the farmers’ socio-economic factors and their 
association with Brucella prevalence. The results revealed that the farm level prevalence was 9.6% 
in the area of study. It was indicated that farmers’factors, such as ethnicity and poverty are 
significantly associated with epidemiology of brucellosis. "Farmer factor", which has been 
neglected, should be carefully considered in animal disease control plans.　

研究分野： 農業経済学
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1．研究開始当初の背景 
（1）経済発展を背景に、途上国の畜産物需
要が拡大している。しかし途上国では畜産生
産は需要に追いつかず、様々な課題が生じて
いる。途上国における家畜への飼料給与、家
畜防疫、乳衛生管理には様々な制約があり、
農業関係者は合理的な行動ができない。これ
は牛乳房炎・口蹄疫などの疾病の頻発、食中
毒などの多発の一因になっていると考えら
れる。 
 
（2）欧米の大学・研究機関では、1960 年代
後半から、家畜衛生経済学（Animal Health 
Economics）または獣医経済疫学（Veterinary 
Epidemiology and Economics）と呼ばれる
研究分野が確立されている。これが「家畜衛
生・公衆衛生」の問題に着目する理由である。
これは、家畜衛生に係わる農場レベルや、国
境レベルの貿易・貿易問題などに、経済学の
考え方を応用したものである。アフリカにお
ける獣医サービス提供の問題や、ヨーロッパ
の口蹄疫対策への費用便益分析など、様々な
実際の家畜衛生・公衆衛生の問題への応用が
進み、具体的な政策提言等が行われている。 
 
2．研究の目的 
 この研究では、スリランカとベトナムを研
究対象に、途上国の家畜衛生をめぐる関係主
体に、経済疫学調査を実施する。そして、こ
れらの成果にエージェンシー経済理論を応
用しながら、適切な家畜衛生管理を行うため
のインセンティブ（誘因）設計、そこから期
待できる畜産生産活動の経済効果、そのため
に必要とされる途上国の家畜衛生制度のあ
り方を解明・提言する。 
 具体的には、ベトナムではハノイ北西部の
酪農地帯において、ベトナム政府が試験的に
行っていた家畜保険の成立条件を、エージェ
ンシー理論を踏まえ、農家実態調査から明か
にした。スリランカでは、人獣共通感染症で
ある牛ブルセラ病の疫学調査を実施し、適切
な衛生管理を行うための誘因条件について
明かにした。 
 
３．研究の方法 
（1）ベトナム 
2015 年 1月～2月にかけてハノイ北西部の

BADI 地区の酪農家を対象に、質問票による実
態調査を実施した。調査戸数は 100 戸で、デ
ータの欠損などから、最終的に 97 戸を分析
対象とした。質問票では、家畜保険の有無、
家畜疾病の発生状況などのデータを確認し
た。Item Count Technique の手法などから、
家畜保険加入におけるモラルハザードの存
在を調べ、期待効用理論の枠組みから、家畜
保険の成立条件を考察した。 
 
（2）スリランカ 
 2016 年 5月から 9月にかけて、スリランカ
東部のアンパラ県の 3地域において、牛ブル

セラ病の疫学調査を実施した。農家戸数は
155 戸、1153 頭の牛から採血を行った。採血
したサンプルはローズベンガル試験（RBT）
から分析し、牛ブルセラ病の感染実態を把握
した。質問票で 155 戸の農家特性、疾病発生
の有無などを調査した。RBT による各農家の
感染実態を踏まえ、操作変数法の手法などか
ら、どのような特徴を持つ農家で牛ブルセラ
病の発生があるか分析した。 
 
４．研究成果 
（1）ベトナムのフィールド調査より、97 農
家のうち38農家が家畜保険に加入していた。
操作変数法よりリスク回避的な農家ほど、ま
た保険知識を持つ農家ほど、保険に加入する
可能性が高いことが明かとなった。ICT 分析
からは、違法な保険金の取得を目的としたモ
ラルハザード行為の可能性も示唆された。エ
ージェンシー理論より（図 1）、ベトナムでは
保険対象となる家畜疾病が発生しても、獣医
事務所等に報告せずに疾病家畜を違法にRで
販売できる確率が高く（1-β）、その結果、
期待効用 EUNLが高い可能性が確認された（詳
細は雑誌論文④等を参照）。 

図 1：家畜保険と農家行動 
 
（2）スリランカの疫学調査より、農家レベ
ルでは 9.6％の農家で、牛ブルセラ病が確認
された（表 1）。これを地域別で見ると、モス
リムとタミルが多く住む地域の有病率が統
計的にも有意に高かった。また、病気の牛を
隔離し、流産した牛を隔離している農家ほど、
牛ブルセラ病の発生は少ないことが統計的
にも確認された。さらに、近隣農家から個人
的に牛を購入している農家ほど、牛ブルセラ
病の発生は多いことが明かとなった。 
 
表 1：スリランカにおける疫学調査結果 

  
操作変数法を用いた分析からは、ブルセラ

病の発生がある農家ほど、過去 1年で牛の流
産が多く発生し、人のブルセラ病の可能性も
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Area Herd sizes

Median (range)
Positives
(fraction) Prevalence (95% CI)

Positives
(fraction) Prevalence (95% CI)

Kalmunai 8 (2.25) 8/40 20.0 (9.6, 36.1)*** 19/174 10.9 (6.0, 15.5)***
Navithanveli 19 (1.72) 5/42 11.9 (4.5, 26.4) 10/386 2.2 (0.6, 3.9)
Mahaoya 14 (2200) 2/73 2.7 (0.5, 10.4) 6/593 0.6 (−2.0, 1.5)
Overall 6 (1200) 15/155 9.6 (5.7, 15.73) 35/1153 2.7 (1.7, 3.7)
*** p < 0.001, CI = confidence interval.

Herd sero-prevalence Animal sero-prevalence



高く、また、貧困状態に陥る可能性も高まる
ことが確認された（詳細は雑誌論文①、学会
発表③等で報告）。 
 
（3）アジア開発途上国では、家畜保険の導
入は進んでいない。口蹄疫やトリインフルエ
ンザなどの感染症が頻発する大きな経済被
害がある一方で、農家の多くは小規模零細で
ある。家畜保険導入の必要姓が言われるが、
これまで、導入が進まない要因は明かにされ
てこなかった。ベトナムの調査結果は、保険
に関する正確な知識を農家に与えることで、
家畜保険の農家加入がある程度進むことを
示している。 
 
（4）スリランカにおける牛ブルセラ病は、
これまで、疾病の広がりの程度が把握されて
いなかった。今回の調査において農家レベル
の有病率が約 10％であったという事実は、今
後のブルセラ病対策にとって重要な情報と
なる。特に、人種によって有病率が異なり、
疾病家畜等の隔離等を実施することで、牛ブ
ルセラ病が防げる可能性、個人間の牛売買に
おける検疫強化の必要性は、具体的なブルセ
ラ病対策の政策が示せることができた。 
 
（5）以上の結果は、インパクトファクター
を国際誌にも掲載され（雑誌論文①⑤⑦⑨⑩
⑪など）、FAO が開催した国際会議（学会発表
③）や、日本国内の獣医疫学会のシンポジウ
ムにも招聘され報告（学会発表⑥）した。開
発途上国おける家畜感染症の被害は、特に小
規模零細な貧困農家で大きく、いかに効果的
で実行可能な対策が行えるかが、途上国政府
関係者の関心事である。本研究が進めた獣医
疫学研究を行っているのは日本では帯広畜
産大学のみである。今後さらに特色ある創造
的研究を深化させ、開発途上国の畜産開発に
貢献したい。 
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